
戦略的基盤技術⾼度化・連携⽀援事業
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事業の内容 事業イメージ

成果⽬標
戦略的基盤技術⾼度化⽀援事業及び商業・サービス競争⼒
強化連携⽀援事業においては事業終了後5年時点で以下の
達成を⽬指します。
・事業化を達成するプロジェクトが50％超
・売上累計額が総予算投⼊額の150％超
・補助事業者全体の付加価値額が15％以上向上
・補助事業者全体の給与⽀給総額が7.5%以上向上 等

（1）戦略的基盤技術⾼度化⽀援事業（サポイン事業）

• 精密加⼯、表⾯処理、⽴体造形などのものづくり基盤技術の向
上を図ることを⽬的として、中⼩企業等が、⼤学・公設試等と連
携して⾏う、研究開発、その成果の販路開拓に係る取組等に対
して最⼤3年間の⽀援を実施します。

• また、ものづくり中⼩企業のビジネスマッチングサイトである「サポイン
マッチ・ナビ」について、事業者同⼠のマッチングの機会を増やすこと
や展⽰会への出展を⽀援すること等を通じ、研究開発成果の事
業化及び事業拡⼤を後押しします。

（2）商業・サービス競争⼒強化連携⽀援事業（サビサポ事業）

条件（対象者、対象⾏為、補助率等）

国
中⼩企業・⼩規模事業者

⼤学、公設試
⺠間団体等

(1)(2)委託
(1)(2)補助(原則1/2,2/3)

事業⽬的・概要
我が国の経済を活性化するためには、事業者の⼤部分を占め
る中⼩企業等を重点的に⽀援していくことが重要であり、中⼩
企業等を中⼼とした継続的なイノベーション創出に向けた⽀援
の強化が必要です。
このため、中⼩企業等におけるイノベーションの創出を図るべく、
中⼩企業等が産学官連携して⾏う研究開発や新しいサービス
モデルの開発等のための事業を⽀援します。

補助上限額︓4,500万円
※３年間の総額で9,750万円、単年度で4,500万円を超えない範囲で
補助を受けることが可能

補助率︓原則2/3以内

• 中⼩企業が、異分野の中⼩企業や⼤学・公設試等と連携し、
⾰新的なサービスモデルの開発等を⾏う取組について、最⼤2
年間の⽀援を実施します。
補助上限額︓3,000万円

※2年度⽬は初年度の交付決定額を上限

補助率︓ 1/2以内 ※AI・IoT等の先端技術活⽤の場合は2/3以内


